
川越市・川島町の火災件数及び予防策について

【令和７年火災原因】
１位 放火 １２件
２位 たばこ １１件
３位 配線器具 ９件
４位 電気機器、電灯電話等の配線 各８件

【令和７年の火災件数】
令和７年の川越市及び川島町では、１０３件の火災が発生しま

した。火災による死者は２人で、前年より２人減少しましたが、
負傷者は１３人で、前年より２人増加しています。
これらの状況を踏まえ、火災予防に一層努めましょう。
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【火災原因上位の予防策】

１位 放火（１２件）
・家の周りに、新聞紙やダンボールなどの燃えやすい物は、置か
ないようにしましょう。

・センサーライト等で家の周りを明るくしましょう。
・自転車や物置に鍵をかけましょう。
・ゴミは、指定された日時及び場所に出しましょう。

道路上で自転車が放火された事案

２位 たばこ（１１件）
・ポイ捨ては、絶対にやめましょう。
・吸い殻は、定期的に処理をして、吸い殻に水をかけ確実に消火し
て捨てましょう。

・寝たばこは、絶対にやめましょう。

たばこのポイ捨てにより街路樹から出火 灰皿に堆積した吸い殻の状況



４位 電気機器、電灯電話等の配線（各８件）
・電気機器の取扱説明書をよく読んで、正しく管理し、使用しま
しょう。

・電気コードを家具の下敷きにしたり、束ねて使用することは、
やめましょう。

電気機器の中で、リチウムイオン電池を搭載している電気機器の火災
が増加しており、当局では、令和７年中、５件発生しました。

３位 配線器具（９件）
・普段使わない電気製品のプラグは、コンセントから抜きましょう。
・冷蔵庫やテレビの後ろなどのコンセントの周囲は、定期的に掃除
をしましょう。

・たこ足配線は、絶対にやめましょう。

トラッキング現象による出火 たこ足配線による出火

モバイルバッテリーから出火 ポータブル電源を充電中に出火

令和７年中、全国の消防機関が覚知した、リチウムイオン電池を
搭載している電気機器の火災は、１,２９７件ありました。その中で
特にモバイルバッテリーからの出火が増加しており、外部衝撃や高温
環境下での使用が要因となり出火したケースが多くあります。
万が一、モバイルバッテリーから出火した際は、以下のチラシを

参考に初期消火をしましょう。







【消防局からのお願い】
令和８年に入ってから、本組合管内では、例年と比較すると火災

が多く発生しています。
火災は、一瞬の不注意から大切な命、財産を奪います。住宅用火

災警報器の設置、定期点検を実施し、日頃から火災に備えていただ
きますよう、よろしくお願いいたします。

「火の確認 いい日を支える いい習慣」
２０２６年度 全国統一防火標語

消防局予防課 火災調査担当
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